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紹 介

WVAニュースレター　─ 2023 年 6月
WVA会長からのメッセージ：ラファエル・ラガンス

私たちはみな，テレビの画面，ソーシャルネットワーク，その他のコミュニ
ケーション手段を通じて，残念ですが頻繁に戦争を見聞きします．頭の良い解説
者が地政学的または軍事的な分析をしますが，彼らはしばしば一般の人々の人間
的な側面を見落とします．
しかしウクライナのような戦争のある国を訪れると，地政学的な解説は多くの
許しがたい苦しみを正当化するだけの臆病な口実にすぎないことに気付きます．
住宅，自家用車，学校，大学，劇場，スーパーマーケット，ガソリンスタンド，
ホテル，レストラン，そして動物診療施設などの破壊から，人間と文明への絶望

的な尊重の欠如を目の当たりにできます．
国連人権高等弁務官事務所によると，2023年 6月 18日までにロシアのウクライナ侵攻のために 9,083人の
市民が死亡しました．さらに，15,779人が負傷したと報告されています．
戦争により死亡した動物の数は，ミツバチ 400,000巣箱，95,000頭の山羊と羊，212,000頭の牛，507,000

頭の豚，350万羽の家禽に上り，600種の動物と 750種の植物が損害を受けました．約 300万ヘクタールの森
林が損失しました．そして，カホフカ水力発電所ダムの崩壊による洪水は，回復困難で壊滅的な生態学的災害
となりました．
世界で 4億人以上の人々がウクライナからの穀物供給に依存しており，ロシアの侵攻はウクライナの港の封
鎖，農業生産不足，鉱物資源採掘不足をもたらし，結果，世界の食糧価格が劇的に上昇しました．
さらに，ザポリージャ原子力発電所への絶え間ない脅威はダモクレスの剣であり，それが現実になるとウク
ライナだけでなく，周辺の国々とウクライナの農産物供給に依存する国々にとっても計り知れない結果をもた
らします．そのため危機対応の協力についての行動計画が作成され，環境放射線の常時モニタリングと，食品
及び飼料の定期的な放射線検査が行われています．
こうした状況下でもウクライナの獣医師たちは，動物の健康と福祉，食品の生産と安全性，公衆衛生と環境
保護を確保するために働き続けています．彼らは占領地域を含む全国各地の動物診療所で日々の仕事をしてい
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WVAは，世界の公益のための獣医師としての役割について，まとまったメッセージを世界に発信するために，皆さ
まの専門知識と意見を必要としています．WVAの会員及びオブザーバー会員のご意見をお待ちしています．このプロ
セスから取り残されないようにしてください．

このニュースレターを貴会会員に伝えてください

●WVAニュースレター（原文）の購読ページ：http://eepurl.com/iiS2IT
●WVAニュースレターのウェブ版：https://worldvet.org/about/newsletter/
バックナンバーはこのページで確認できます．最新号もメール配信と同時に掲載されます．

ご興味のある方は，下記までご連絡ください．

WVA　Rue Washington, 40, 1050 Brussels-Belgium
ウェブサイト：http://www.worldvet.org
電子メール：secretariat@worldvet.org　　　　　　　

ます．獣医官は病気と食物のコントロールキャンペーンを続け，新たな脅威に対する準備戦略を策定します．
獣医大学は，多くの場合はオンラインで教育活動を続けています．
オレクシー，オルガ，ミハイル，マリア，アンドリー，アラ，アントン，アンドリー・ヴィクトロヴィッチ
といった獣医師たちは，毎日仕事に励む全てのウクライナの獣医師を代表する生身の人間です．他のどの獣医
師と同じく，彼らは自分が世話をする動物，家族，社会のために最善を求め，彼らが愛する仕事を行い，命を
守ります．
ミハイル・ツヤホフは，厳しい状況での数年間の激務と彼のクリニックへの 3度の軍事攻撃，ロシア連邦軍
の検問所で携帯電話の全てのデータを消去された結果，マリウポリを離れることを余儀なくされました．しか
し，ミハイルはマリウポリで，彼のクリニックで，そしてそこで生活する人々と動物と共に何が起こったかを
決して忘れません．
ミハイルの話とウクライナで苦しんでいる全ての獣医師の話を知る人々もそれを忘れません．この国で起こっ
ていることは他のどの国でも起こり得ます．私たちはプロとして，この戦争ができるだけ早く終わり，再び世
界のどこでも起こらないように全力を尽くすべきです．それは人類，動物，そして私たちの惑星のためです．

狂犬病によって世界中で年間約 59,000人が亡くなっ
ています．これらの死のほとんど（99％）は狂犬病を
持つ犬に曝露したことが原因であり，犠牲者の 40％は
子どもです．犬への狂犬病ワクチン接種は，犬からの感
染サイクルを断ち，世界中で数万人の命を救うことがで
きます．
世界獣医師会（WVA）は，犬から感染する狂犬病は

予防可能な病気であり，獣医師が人間の健康と動物の健
康と福祉に対するリスクを排除する重要な役割を果たす
べきであるとの見解を支持しています．

犬から感染する狂犬病に関するWVAの立場の更新


